
The Japanese Division of
the lnternational Academy of Pathology

国際病理アカデミー日本支部
2021 Number 4

目　次

第 12 回 Asia Pacific IAP （ APIAP ） congress を開催して   吉野　正 　 2

APIAP のセッション報告   松原　修、長村義之、細根　勝、 　 2

 若狭朋子、小田義直、清川貴子、　　

 小森隆司、長嶋洋治、原田憲一、　　

 森谷卓也 　　　　　　　　　　　　

IAP 日本支部 60 周年記念の会   吉野　正 　 7

2021 年 IAP 日本支部病理学教育セミナーの報告   清川貴子 　 7

2021 年第 3 回理事会・第 61 回総会   8

理事選挙結果   9

2021 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞   長尾俊孝 　 9

事務局よりお知らせ（新・金沢事務局開設のお知らせを含む）   10 

Upcoming Meeting   10 

IAP 会員になろう！   11 

JDIAP 賛助会員   11 

Published quarterly
by the Japanese Division
of the International
Academy of Pathology

OFFICERS

PRESIDENT
T. Yoshino, M.D. (’21)
Okayama University
PAST PRESIDENT
R. Katoh, M.D. (’21)
Ito Hospital
VICE PRESIDENT
T. Kiyokawa, M.D. (’21)
Jikei University
PRESIDENT-ELECT
Y. Oda, M.D. (’21)
Kyushu University
SECRETARY-TREASURER
T. Tsuzuki, M.D. (’21)
Aichi Medical University
COUNCILLORS
H. Haga, M.D. (’21)
Kyoto University
M. Hisaoka, M.D. (’21)
University of Occupational and 
Environmental Health
R. Kushima, M.D. (’22)
Shiga University of Medical Science
Y. Nagashima, M.D. (’22)
Tokyo Women's Medical University
K. Harada, M.D. (’23)
Kanazawa University
T. Kondo, M.D. (’23)
University of Yamanashi

COMMITTEE CHAIRS
Public Relations Committee
T. Moriya, M.D. (’21)
Kawasaki Medical University
Education Committee
T. Kiyokawa, M.D. (’21)
Jikei University
Young Investigator Award
Nomination Committee
T. Nagao, M.D. (’21)
Tokyo Medical University
Awards Nomination Committee
O. Matsubara, M.D. (’21)
Hiratsuka Kyosai Hospital
Finance Committee
A. Iwashita, M.D. (’21)
Fukuoka University
Nomination Committee
R. Katoh, M.D. (’21)
Ito Hospital
International Conjoint Meeting 
Committee
H. Haga, M.D. (’21)
Kyoto University
US Friendship Committee
M. Mino-Kenudson, M.D. (’21)
Massachusetts General Hospital, Boston

第12回APIAP Business Meeting

11



果となりました。みなさまと IAP 日本支部の先生方に重ねて

御礼申し上げてご報告といたします。

� Osamu�Matsubara,�Tokyo�Office�of�JDIAP

Professor Yoshinao Oda, Kyushu University, and Dr. 

Osamu Matsubara, Hiratsuka Kyosai Hospital chaired this 

session. The following five lecturers talked about the actual 

s i tuat ion, problems, and future issues of pathology 

education in each country and Asian Pacific countries. 

Discussions after the lecture were also actively held, and it 

was necessary to cooperate with each country, and the 

significance of further cooperation was talked about. It was 

a very meaningful session.

#1 “Next Generation Pathology---Evolution and Challenge”

Professor Chiung-Ru Lai, MD, President, Taiwan 

Division of IAP and Taiwan Pathology Society, Attending 

Pathologist, Department of Pathology and Laboratory 

Medicine, Taipei Veterans General Hospital, Taiwan

#2 “Pathology Residency in Indonesia: Journey towards 

Improvement”

Professor Diah Rini Handjari, MD, PhD, President, 

Indonesian Division of IAP, Department of Anatomical 

Pathology. Faculty of Medicine, Universitas Indonesia, Dr. 

Cipto Mangunkusumo Central General Hospital

#3 “Pathology & Lab Services in Pakistan: Current Status 

& Future Challenges”

Professor Shahid Pervez, M.B.B.S, DCP （ London ）, 

Ph.D （ Histopath, London ）; FCPS （ Histopath PK ）, 

FRCPath （ UK ）, President, Pakistan Division of IAP, 

Professor & Consultant Histopathologist, Department of 

Pathology & Laboratory Medicine, Aga Khan University 

Hospital, Pakistan

#4 “Next-Generation Pathology: Shaping the trainees and 

pathologists for the future in Malaysia”

Professor Dato ’ Dr Norain Karim, MBBS（ UM ）, 

MPath（ UM ）, FRCPath（ UK ）, FRCPA（ Aus ）, 

� 岡山大学病理学、JDIAP 会長　吉野　正

すでに皆様に何度もお書きしているように、第 12 回

APIAP congress をオンディマンドで開催いたしました。ご

参加いただいた方々に深く御礼申し上げます。副会長の清川

先生には婦人科病理のセッションもご担当いただきました。

座長、演者でご出演いただいた皆様にこの場を借りて御礼申

し上げます。参加者は 383 名プラスαで約 400 名となってい

ます。今回この会を主催して強く感じたのは、アジア地区の

レベルが明らかに上昇していることで、これは視聴された方

が異口同音に語っておられます。わたくしはすべての講演、

シンポ、ワークショップを視聴しました。Schmidt 先生の特

別講演、長村先生の David Hardwick 記念講演、Cree 先生、

Washington 先生、Srigley 先生の WHO, AJCC, ICCR のジョ

イントセッションがいずれも非常な聞きものになったのは当

然のことですが、13 臓器系のシンポジウム、教育セッション、

CAPA セッション、次代を担う病理医のワークショップいず

れも非常に興味深い発表となりました。演者の過半数はアジ

アオーストラリアの方々でしたが、アジア太平洋が世界のひ

とつの局になりうるということを認識したところです。さら

に、11 月 11 日 12 日の LIVE Q&A セッションは正直どのよ

うになるのか若干不安もあったのですが、ふたを開けてみる

と 13 セッションとも時間超過するものが多く、実質的な討

議の機会ができました。（リンパ腫セッションのスナップ写

真をご覧ください）さらに、11 日のビジネスミーティングで

は写真に残っているだけで 24 名の出席があり、和気藹々と

した討議がなされ、2025 年はバンコクでの開催が決定いたし

ました。

振 り 返 っ て み る と 2017 年 バ リ 島 で の 第 10 回 APIAP 

congress で岡山が第 12 回の開催地に選出されたことが遠い

昔のようにも感じます。APIAP 史上初めて 4 か国が挙手を

してプレゼンの後投票が行われ、香港に 1 票差で勝利したの

ですが、松原先生の金言の応援に負うところが大でした。そ

のあとの懇親会で、加藤先生、中谷先生、石川先生、小田先生、

長尾先生等々とうれしく美酒をいただきました。2021 年には

秋の特別総会も開催することとなったので、APIAP と

JDIAP の教育セミナーと併せて国際色豊かな会をすることを

目指しましたが、COVID19 によりこれらの会は Web 開催と

なり目論見を果たすことはできませんでした。特別総会のみ

はほぼ完全な現地開催ができ、直接対話の有用性と学会のあ

るべき姿を認識しました。APIAP はオンディマンド開催が

やむなしでしたが、LIVE Q&A の週末には海外から 60 通ほ

どのメールをいただき、高い評価と日本岡山に行きたかった

ということが記されており、わたくし的には満足感のある結

リンパ腫のセッション

Education Session,The 12th APIAP 2021 Okayama
“Asia Pacific Forum for Pathology Education”

 第 12 回 Asia Pacific IAP （ APIAP ） 
congress を開催して
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FAMM, President, Malaysian Division of IAP, Faculty of 

Medicine, Universit i Kuala Lumpur Royal College of 

Medicine Perak （ UniKL RCMP ）, Malaysia

#5 “Increasing the visibility of pathology in a medical 

school curriculum: the keys to success”

Professor Jane Dahlstrom OAM, Past Cha irman, 

Educational Committee, IAP central, Former President, 

Austalaysian Division of IAP, Senior Staff Specialist, 

Anatomica l Patho logy, ACT Patho logy, Cha ir and 

Professor of Pathology, Australian National University 

Medical School, Australia

� 日本鋼管病院・慶應義塾大学医学部　長村義之

� LSI メディエンス／日本医科大学統御機構診断病理学

� 　細根　勝

� 近畿大学奈良病院　病理診断科　若狹朋子

“Next Generation Pathologists in Asia-Pacific region: 

Practice of pathology in my country” と題してミャンマー、

ベトナム、カンボジア、タイの若手病理医、6 名がそれぞれ

の国の状況を報告しました。予定の時間を超過する熱い討論

が行われました。

病理技術については 4 か国の間でも差があり、病理学会が

ない国や IAP 支部のない国もありました。地方の実情はさら

に大変なようでした。6 名の演者は皆さん、流石に国を代表

するエリ－ト・クラスの方々だけあり、受け答えも実にしっ

かりされており、今更ながら感心しました。やはり、普段か

ら英語の教科書などを積極的に使って鍛えておられる成果か

と思いました。吉野会長はすべての演題を視聴され、各演者

にコメントと Certificate of Appreciation：感謝状を下さいま

した。各人が一生大切にできる素晴らしいAwardと思います。

ワークショップの後に開かれた APIAP の Council Meeting

においてマレーシアの次回 APIAP Congress（ 2023 年）の

会長Norain Karim先生からは、「アジアの若い病理医のトレー

ニングが大切。On-demand を見て、このワークショップは

非常に良かった ! 」とご賛同いただきました。次回もこのワー

クショップは開催されるに違いありません。

今回、ワークショップで発表したことは、今後 6 名の発表

者が政府援助や海外講師派遣などを申請する際の大きな根拠

や実績にもなると思われます。若手病理医同士の草の根交流

とアジア全体の病理学のレベルアップのためにも次回のマ

レーシア、次々回のタイと継続的にこのワークショップが開

催されることを希望します。

最後に、その幅広い交友関係を使って、この素晴らしいワー

クショップを企画して下さった長村先生に心より感謝いたし

ます。　 （文責　若狭朋子）

� 九州大学形態機能病理　小田義直

本セッションでは小田と台湾の Prof. Huang が moderator

となり、Prof. Huang を含む 4 名の演者の先生方（写真）に

“Recent advances in soft tissue tumor pathology - Our 

experiences in East and South Asia” というテーマで韓国、

中国、台湾およびインドにおける軟部腫瘍病理の研究と診断

の実情について講演いただいた。同一演者で同様の企画が

2020 年福岡での病理学会で計画されたが、COVID-19 のため

にキャンセルとなり、今回再企画となった。

1．Prof. Joon Hyuk Choi （ Yeungnam University College of 

Medicine, Korea ）からは “Diagnostically challenging 

retroperitoneal tumors” というタイトルで、代表的な後

腹膜軟部腫瘍腫瘍とその鑑別診断について解説していた

だき、滑膜肉腫における SS18 抗体や悪性末梢神経鞘腫瘍

における H3K27me3 を用いた免疫染色の有用性も解説い

ただいた。

2．Prof. Jian Wang （ Fudan University Shanghai Cancer 

Center, China ） か ら は “Advances in Soft Tissue 

Tumors - Experience in China” というタイトルで講演し

ていただいた。中国全体には 131 名の骨軟部腫瘍病理診

断エキスパートがおり、中国骨軟部腫瘍病理研究会が組

織されており直近の研究会では 5100 名の病理医が参加（オ

ンライン）、研究会のネットワークを利用し診断困難例は

積極的に NGS 解析を行い、オール中国で希少な融合遺伝

ワークショップ　Next Generation Pathologists in Asia-
Pacific region: Practice of pathology in my country

APIAP 軟部腫瘍セッション
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子陽性例など検出し AJSP などの一流誌に積極的に論文

を発出している。

3．Hsuan-Ying Huang （ Kaohsiung Chang Gung Memorial 

Hospital and Chang Gung University, Kaohsiung, 

Taiwan ） か ら は “Recent Advances of Soft Tissue 

Pathology: Our experiences in Taiwan” というタイトル

で講演していただいた。台湾全体に Dr Fletcher や Dr, 

Antonescu のもとへ留学経験のある 15 名の骨軟部腫瘍病

理医がネットワーク形成し、オール台湾で研究を行い研

究 成 果 を AJSP な ど の 一 流 誌 に 発 表 し て い る。Prof. 

Huang 自身の粘液線維肉腫における RSF1 発現と本腫瘍

に特徴的な血管形成との相関などについても解説いただ

いた。

4．Prof . Bharat Rekhi （ Professor, Pathologist, Tata 

Memorial Centre, India ） からは “Recent Advances in 

Soft Tissue Tumor Pathology- Our Experiences in Asia: 

India” というタイトルで講演いただいた。Mumbai area

の軟部腫瘍を収集して分子遺伝学的解析を行い、希少融

合遺伝子を有する NTRK 遺伝子再構成紡錘形細胞腫瘍な

どの症例を収集し国際誌に積極的に発表している。横紋

筋肉腫ではインド全体での臨床病理学的な研究体制が構

築されつつあるとのことであった。

Live Q&A session においても吉野会長自らの質問を含む

多くの質疑応答があり、制限時間を超過して活発に議論が行

われた。本セッションで思ったことはアジア地域の軟部腫瘍

病理研究のレベルはかなり高く、積極的に分子遺伝学的解析

を導入し希少な症例を国全体の研究体制を構築して解析して

おり、このままではこの分野での日本の研究が立ち遅れてい

くのではと危惧された程であった。

� 東京慈恵会医科大学　病理学講座・同附属病院病理部

� 清川貴子

婦人科領域のシンポジウムは “What we have to know 

about the revised （ 5th ） WHO classification of female 

genital tumors” というタイトルのもと、2020 年に改訂され

た WHO 分類第 5 版の子宮頸部、子宮内膜、卵巣における改

訂点を 3 人の演者に講演いただいた。いずれも WHO 分類第

5 版の執筆者で、国際的に現在大活躍中の方々である。

子宮頸部では、腺癌、扁平上皮癌共にヒトパピローマ（HPV ）

関連癌と HPV 非依存癌に分けられること、腺癌では 2 者が

形態的にも異なること、HPV 非依存癌は稀であるが予後不

良であることが述べられた。

子宮内膜癌では、形態に遺伝子異常を加味した新たな分類

が紹介され、実際の症例を用いてその予後との関係について

具体的に解説された。

卵巣腫瘍では、上皮性腫瘍における変更点（漿液粘液性癌

が 類 内 膜 癌 の 亜 型 に 分 類 さ れ た 点、mesonephric-like 

carcinoma という新たな概念、癌肉腫が上皮性に分類された

点、混合癌の追加）と性索間質性腫瘍における新たな分子病

理学的知見について述べられた。

以下にプログラムをまとめる。

1 ） Introduct ion   Dr . Takako Kiyokawa（ The J ike i 

University School of Medicine, Tokyo, Japan ）

2 ） Uterine Cervix - Paradigms Shifts for Optimal Patient 

Management   Dr . Yosh ik i M ikami （ Kumamoto 

University Hospital, Kumamoto, Japan ）

3 ）  Approach to histological diagnosis of endometrial 

carcinoma   Dr. Phil ip Ip （ The University of Hong 

Kong, HongKong, China ）

4 ）  Update on Ovarian Tumors   Dr. Diana Lim （ National 

University Health System, Singapore, Singapore ）

� Osamu�Matsubara,�Tokyo�Office�of�JDIAP

Professor Kun Young Kwon, Konyang Univers i ty 

Hospital, Korea, Professor Yuichi Ishikawa, International 

University of Health and Welfare, Japan, and Dr. Osamu 

Matsubara, Hiratsuka Kyosai Hospital, Japan chaired this 

session. The following six lecturers talked about the update 

surgical pathology of lung cancers. They gave lectures on 

various problems in the surgical pathological diagnosis of 

lung cancer, the main points of the recent revision of the 

WHO classification of lung cancer, and the recent topic. 

Each performer gave a very passionate lecture . The 

discussion was overdue, with enthusiastic discussions on 

the subtle and difficult aspects of surgical pathological 

diagnosis.

#1 “The challenges in the diagnoses of small early lung 

adenocarcinomas”

婦人科領域のシンポジウム

Lung session, APIAP 2021 Okayama
“Surgical Pathology Update, Lung cancer”
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Professor Shiu-Feng Huang, MD, PhD, Investigator and 

Attending Physic ian, Inst i tute of Molecular and 

Genomic Medicine and Core Pathology Laboratory, 

National Health Research Institutes, Taiwan

#2 Histologic classification of lung adenocarcinoma; still a 

challenge in practice.

D r . G e o n K o o k L e e , M D , P h D , C h i e f S c i e n t i s t , 

Department of Pathology, National Cancer Center, 

Goyang-si, Republic of Korea

#3 “The new WHO classification of Thoracic Tumours I – 

Update of lung tumours （ except neuroendocrine 

tumors ）”

 Professor Wendy Cooper, MD, PhD, Senior staff 

specialist, Royal Prince Alfred Hospital, Sydney, 

Australia

#4 “The new WHO classification of Thoracic Tumours II - 

Neuroendocrine tumor of the lung, thymic tumor and 

mesothelioma”

 Dr. Yasushi Yatabe, MD, PhD, Chief, Department of 

D iagnost i c Patho logy and Div i s i on o f Mo lecu lar 

Pathology, National Cancer Center, Tokyo, Japan

#5 “A novel classification of small tumor cell nests in lung 

adenocarcinoma ”

 Dr. Ryoko Saito, MD, PhD, Lecturer, Department of 

Pathology, Tohoku University School of Medicine, 

Miyagi, Japan 

#6 “PD-L1 expression in patients with non-small cell lung 

cancer in Ho Chi Minh City Oncology Hospital”

 Dr . Huyen Trang Vu, MD, Jun i o r pa tho l og i s t , 

Department of Pathology, Ho Chi Minh City Oncology 

Hospital, Vietnam 

� 東京都立神経病院検査科　小森隆司

中枢神経系領域のモデレーターは韓国ソウル大学の Sung-

Hye Park 先生にお願いすることと致しました。テーマは、

WHO 脳腫瘍分類が今年改訂されることと COVID-19 に伴う

中枢神経障害が喫緊の課題であることから、この 2 つのテー

マはすぐに決まりました。また、非腫瘍性疾患もカバーする

必要があると考え、Heifei 大会では取り上げられなかった領

域として、診断が困難な中枢神経系の血管炎を取り上げまし

た。

WHO 脳腫瘍分類は、Park 先生と私がそれぞれ小児と成人

の腫瘍を担当し、COVID-19 に付きましては、ウイルス性脳

炎ではアジアオセアニアの第一人者であるマラヤ大学のKum 

Thong Wong先生にお願い致しました。血管炎の演者として、

Park 先生から若手の Jae Kyung Myung 先生（ソウルの漢陽

大学）を推薦して頂きました。

Myung 先生の講演では、豊富な自験例を通じて、脳生検

の重要性と血管炎の非特異的な病理像に付いて解説頂きまし

た。Wong 先生からは、これまで報告された COVID-19 の剖

検例の検討において、中枢神経組織そのものにウイルスが感

染している証拠は得られていないこと、中枢神経合併症の多

くが、恐らくウイルスによる血管炎に伴う病変であることが

示されました。私は、成人の浸潤性グリオーマの分類が、

IDH 変異型の星細胞腫、1p/19q 共欠失を伴う乏突起膠腫、

IDH 野生型の膠芽腫の 3 腫瘍型のみになったことをお話しま

した。Park 先生からは、小児のグリオーマが分子分類に移

行したことと代表的な新規腫瘍型の解説がありました。

Heifei 大会の経験から出席者（視聴者）が少なく、質問も

集まらないことを危惧致しましたが、吉野会長自ら質問を入

れて下さり、また、演者同士での議論も行えたことから、

LIVE Discussion の時間を設定して頂いたことは大変に有意

義でした。非常に困難な状況の中、吉野会長をはじめとする

運営事務局の皆様方の大変なご尽力があったものと存じま

す。この紙面をお借りして厚く御礼申し上げる次第です。

� 東京女子医科大学　長嶋洋治

Urogenital pathology のセッションは Yong Mee Cho 先生

（韓国 , Ulsan 医科大学 Asan 医療センター）と長嶋洋治（東

京女子医科大学）のモデレートで行われた。演者と講演タイ

トルは以下のとおりである。

SY11-1 “ 前立腺部尿道の病理 ”

　Adeboye O. Osunkoya 先生（米国 , Emory 大学）

SY11-2 “ 精巣病理最近の進歩 ”

　Liang Cheng 先生（米国 , Indiana 大学 ）

SY11-3 “ 前立腺癌予後因子の報告様式：2021 Updates”

　Gladell P. Paner 先生（米国 , Chicago 大学）

SY11-4 “泌尿器癌病理研究のための次世代シーケンスの実際”

　Chin-Chen Pan 先 生（ 台 湾 , Taipei Veterans General 

Hospital ）

諸事情で討論の時間を設けられなかったが有用な講演が聴

講できた。

本セッションの企画、運営にご指導いただいた都築豊徳先

生（愛知医科大学）に深謝します。

CNS Symposium

Urogenital pathology のセッション
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� 金沢大学人体病理　原田憲一

第 12 回アジア太平洋病理学会のセッション SY07 Hepato-

Biliary-Pancreas で は「 Recent topics in hepato-biliary-

pancreatic diseases 」をテーマとし、Jang 先生（ Prof. Kee-

Taek Jang, Samsung Medical Center, 韓国）とともに進行

を務めた。肝胆膵領域のトピックについて 4 名の演者に講演

を依頼し、皆様からご快諾をいただきましたこと深く御礼申

し上げます。講演のトップバッターはベトナムから金沢大学

に留学に来ている新進気鋭の Nguyen Canh Hiep 先生で、炎

症性肝疾患の概要と診断のポイントについてお話しいただい

た。専門性の高い領域であり、改めて非腫瘍性肝疾患の多様

性と診断の難しさを痛感した。続いて倉敷中央病院の能登原

先生には消化器系の IgG4 関連疾患、特に消化管の病理及び

診断のポイントについてお話しいただき、成書に記載されて

いない消化管領域の最新の知見について理解を深めることが

できた。腫瘍関連では、国際医療福祉大成田病院の小無田先

生に、肝胆道系腫瘍の多様性、また従来からの WHO 分類の

変遷と最新 WHO 分類に基づいた概念と診断についてご講演

を頂いた。最後は韓国 Asan Medical Center の Hong 先生に、

膵癌における脈管侵襲についてご講演いただき、詳細な解析

では膵癌の 90% 程度に静脈侵襲が存在するという衝撃的なお

話しをいただいた。Live discussion では、事前打ち合わせの

和気あいあいな雰囲気から本番へと臨むことができ、また吉

野会長自らが facilitator の如くご参加頂き、活発な意見交換

がなされた。Live discussion 終了後、次回日韓合同スライド

カンファランスでは in person での再会を願いつつ、マッコ

リでの酒宴を誓った。

� 川﨑医科大学病理学　森谷卓也

第 12 回 APIAP の乳腺セッションは、シンガポール総合病

院の Puay Hoon Tan 先生と私が司会をし、Current topics in 

breast pathology と題し、WHO 分類第 5 版の策定に関わっ

た 4 名の先生方が講演を行いました。

The Chinese University of Hong Kong の Gary Tse 先生

は “Novel biomarkers in breast cancer” のタイトルで、日常

の鑑別診断に用いる免疫染色マーカーについて、特に

GATA3, SOX10, INSM1, PD-L1 の意義や特異性などについ

て、エビデンスも含めた解説をされました。中国の Fudan 

University Shanghai Cancer CenterのWentao Yang先生は、

“Special types of breast cancer” として、Tall cell carcinoma 

with reversed polarity, Secretory carcinoma with a 

papillary-predominant pattern, Solid type adenoid cystic 

carcinoma with basaloid features の 3 つの稀な組織型を提示

さ れ ま し た。 オ ー ス ト ラ リ ア Queensland 大 学 の Sunil 

Lakhani 先生は “Metaplastic Breast Cancer” のタイトルで、

多彩な腫瘍を含むこの組織型について、2019 年の WHO 分類

における亜分類の意義、分子生物学的な基盤と、新しい治療

の可能性について述べられました。最後に東北大学の笹野公

伸先生が、“Neuroendocrine neoplasm in breast update” と

して、神経内分泌腫瘍全般に関する考え方や分類法の変遷を

もとに、乳腺の神経内分泌腫瘍に関する詳細な解説を行われ

ました。いずれの講演も、乳腺病理における最新の情報を含

み、日常診療に役立つ内容であったと思います。ライブディ

スカッションには吉野会長も参加され、質疑応答も大変盛り

上がり、あっという間の 40 分でした。

今回の企画と、貴重な機会をお与えくださった吉野正先生

をはじめ、ご関係の皆様に深く感謝申し上げます。

シンポジウム SY07 Hepato-
Biliary-Pancreas のご報告 乳腺病理のシンポジウム
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2021 年 11 月 4 日（木曜日）に岡山市で開催された第 3 回

理事会終了後に、同一会場で IAP60 周年記念の会が開催され

ました。合わせて各賞の授賞式も行われました。

務めてくださいました。長尾学術奨励賞選考委員長は若い先

生方の国際的な学術貢献の推進に務めてくださいました。小

田先生、都築先生が会長、次期の会長となることが決定して

いますが、2026 年の福岡の IAP 世界大会が開催されその時

には COVID19 は普通の感染症になっていることを望み且つ

確信しているところです。

� IAP 日本支部教育委員長　清川貴子

昨年に引き続き今年も全プログラムをオンデマンド WEB

配信の形式で開催した。受講申込期間は 2021 年 10 月 1 日か

ら 12 月 4 日、視聴期間は 2021 年 11 月 15 日から 12 月 5 日、バー

チャルスライド閲覧（スライドセミナー）は 2021 年 11 月 1

日から 12 月 31 日である。スライドセミナーを 3 コースまで

受講できるようにしたこと（ただし、資格更新単位の付与は

例年と同様、病理診断講習会が合計 2 単位、スライドセミナー

は各コースが 2 単位で、最大 4 単位まで；2 コース受講した

場合、3 コース目は資格更新単位の付与なし）、受講料を申込

時のクレジットカード決済としたこと、受講者の質問は

e-mail で講師に送り、講師がそれらについての Q&A 集を作

成して各コースの受講者に e-mail で送付することは昨年と同

様である。今年の変更点は、受講証だけでなくハンドアウト

を完全にデジタル版に移行したことで、事前送付資料がなく

なり、視聴終了の前日まで受講申込みを受け付けることが可

能となった。今回の受講申し込み者は、病理診断講習会 283

名（うち非会員 48 名）、スライドセミナー　のべ 630 名（う

ち非会員 130 名）である。このうち、スライドセミナー 3 コー

スの受講申し込みを行った者は 114 名（うち非会員 19 名）

であった。

いくつか問題点も明らかになったが、WEB 学会事務局と

して依頼した（株）MA コンベンションコンサルティングの

迅速かつきめ細かい対応、東京事務局の協力、執行部のアド

バイス、さらに多くの方々の協力によって何とか終了するこ

とができた。現在の開催方式では、事前に講師に講演を録音

しそのファイルを提出していただく必要があり、この点は講

師への負担が大きい。この点も含めて、全面的にご協力いた

だいた講師の先生方、準備の段階からご尽力・ご協力いただ

いた皆様方に、この場を借りて心から御礼を申し上げたい。

テーマ：「骨軟部腫瘍」

企画・コーディネーター： 小田義直（九州大学大学院医学研

究院　形態機能病理学）

� JDIAP 会長　吉野　正

第 3 回理事会終了後に同一会場にて各賞の表彰（後述）後

に 60 周年を記念して写真撮影を行いました。国際病理アカ

デミー日本支部（ JDIAP ）は 1961 に設立され、2021 年が

60周年となります。10年前の50周年では記念式典等がなされ、

立 派 な 記 念 誌 も 発 行 さ れ て い ま す。 今 年 は COVID19 

pandemic の最中でもあり、11 月は小康状態にあったために

理事会を対面で開催できただけでも幸運だと思います。60 周

年については、そのような状況で「乾杯」等はできませんで

したが、この 10 年間に起こったことを記念誌として発行す

ることが進められています。役員等の記録はなかなか揃わな

いものですが、松原先生と鈴木さん（名古屋事務局）の非常

なご努力により正確な記録が上梓されます。さらに海外から

の投稿などもいただき、また、逆にこれまでいろいろな形で

JDIAP の活動に貢献いただいた方々、主として海外の方々に

特別表彰するということも準備されています。総勢 28 名で、

詳細は 60 周年記念誌に掲載されます。

この 10 年を振り返るとまずは会員数の劇的増加がありま

す。加藤先生が主導されご相談にも乗った覚えがありますが、

会員になることのメリットを重くし、その結果会員数が 1000

名を突破しました。そして、そのことは 2026 年福岡で小田

先生の元で世界大会を開催する原動力ともなりました。また、

長村先生が IAP central の president となられ、世界を牽引

されることも非常に重要なことです。会員数の増加により理

事・役員の先生方の担当する仕事は確実に増加していますが、

先生方のボランティア活動は実に活発で、いろいろと明らか

に前進しています。特に、清川先生により、教育セミナー等

が大変整備されました。ここ 2 年間 COVID19 により Web

開催を余儀なくされていますが、教育と国際化という本会の

目標、使命は全く変わっておらず、今後ともより一層の前進

を望んでいるところです。森谷広報委員長は News Bulletin

を PDF file を HP へ掲載する形で豊富な情報発信を定期的に

 

 

IAP 日本支部 60 周年
記念の会開催される

2021 年 IAP 日本支部
病理学教育セミナーの報告

１．病理診断講習会

IAP 日本支部 60 周年記念の会

60周年記念の会の集合写真
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【緒言】

「治療とリンクした骨軟部腫瘍の病理診断」

遠藤　誠（九州大学病院　整形外科）

【教育講演 1 】

「軟部腫瘍病理診断における新展開」

山元英崇（九州大学病院　病理診断科・病理部）

【教育講演 2 】

「骨腫瘍及び小円形細胞肉腫の病理診断における新展開」

吉田朗彦（国立がん研究センター中央病院　病理診断科）

＊甲状腺腫瘍

　 近藤哲夫（山梨大学大学院　総合研究部医学域　人体病理学）

＊リンパ腫　−節外性−

　田中健大（岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　病理学）

＊胸膜、腹膜病変

　 鍋島一樹（福岡大学医学部　病理学講座・病理部 / 病理診断科）

# 食道胃接合部・胃・十二指腸の病理

　河内　洋（がん研究会有明病院　臨床病理センター病理部）

# 乳腺の病理

　森谷鈴子（滋賀医科大学附属病院　病理部）

# 肝の病理（非腫瘍および腫瘍）

　原田憲一（金沢大学　医薬保健研究域医学系　人体病理）

# 膵の病理（非腫瘍および腫瘍）

　能登原憲司（倉敷中央病院　病理診断科）

○子宮腫瘍

　三上芳喜（熊本大学病院　病理診断科）

（＊印は新規コース、# は来年も継続予定のコース、○は今

年が最終のコース）

日　時：2021 年 11 月 4 日（木）12：00～ 12：50

場　所：岡山コンベンションセンター　4F 407 会議室

出席者： 岩下、長村、小田、加藤、九嶋、近藤、都築、長嶋、

中谷、橋本、久岡、松原、吉野、鈴木（事務局）

オブザーバー： 田中健大（ APIAP 事務局長）、

　　　　　　　池田知佳（学術奨励賞受賞者）

欠席者：清川、長尾、羽賀、原田、森谷、大谷（事務局）

確認と審議事項

1．次年度の理事、役員の改選…柳井広之先生、湊 宏先生が

新理事として承認された。

2．会計（予算）に関すること…2022 年予算案が承認された。

3．会員に関すること…シニア会員申請者が承認された。

4．第 12 回 APIAP Congress…参加登録者数と収支予定額が

報告された。

5．第 61 回総会について…開催形式、予定会期が承認された。

6．2022 年事業計画…承認された。

1 ）第 1 回理事会

2 ）第 2 回理事会

3 ）日本病理学会総会での Companion Meeting

4 ）第 6 回ふぁんだめんたる病理診断講習会

5 ）第 3 回理事会

6 ）第 62 回総会

7 ）第 62 回病理学教育セミナー

8 ）外国との合同カンファレンスおよび協力

　・日韓合同スライドセミナー

　・日台合同スライドセミナー

　・Austrian Division との Spring 合同カンファレンス

　・APIAP の支部との交流継続

9 ）新事業の検討

 10 ）2026 年 Fukuoka IAP Congress への準備

7．COI 委員会の設置について…役員、委員、講師等の COI

チェックを目的とし、委員会の構成は会長、副会長、常

任幹事、教育委員長とすることが承認された。

8．その他…理事選挙の低投票率の問題を共有した。

報告事項

1．庶務報告（ 10 月 13 日現在）

　 … 会員数 1,048 名、会費納入者 1,002 名（納入率 約 82% ）

2．学術、教育事業

・ 第 5 回ふぁんだめんたる病理診断講習会…外科病理診断講習

会は Web 開催、病理解剖診断講習会は資料発送とEmail 対応

・第 61 回病理学教育セミナー…Web 開催

3．広報活動…News Bulletin は紙媒体の配送を取りやめて

HP 掲載のみに変更した。NEWSLETTER も順調に配信

されている。

4．研究の奨励、研究・教育・学会活動業績の表彰

・病理診断学術奨励賞…池田知佳先生（岡山赤十字病院病理

診断科）

・IAP 日本支部功労賞…中谷行雄先生（元会長、横須賀共済

病院病理診断科）、加藤良平先生（前会長、伊藤病院病理

診断科）

・Silverberg 病理診断教育賞…岩下明徳先生（会計監事、

AII 病理画像研究所、福岡大学筑紫病院病理部）

・JDIAP60 周年記念特別功労賞…日本への貢献度が高い海外

の病理医 26 名

5．60 周年記念事業

２．スライドセミナー

 2021 年第 3 回理事会・第 61 回総会

第 3 回理事会
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2021 年で任期満了となる久岡正典理事、羽賀博典理事の後

任について選挙を行いました。選挙の結果、柳井広之先生（岡

山大学病院病理診断科）、湊　宏先生（石川県立中央病院病

理診断科）の 2 名が選出されました。新理事の任期は 2022

年 1 月～ 2024 年 12 月です。

� IAP�日本支部病理診断学術奨励賞選考委員長　長尾俊孝

IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞は、当該前年中に優れ

た診断病理分野の英文論文を発表した若手病理医に贈られる

大変栄誉ある賞です。本年は 5 名の応募があり、7 名からな

る選考委員会による厳正な審査の結果、下記の 1 名が受賞さ

れました。誠におめでとうございます。また、選考委員の先

生方におかれましては、ご尽力に感謝申し上げます。なお、

病理学教育セミナーがオンライン形式となったことに伴い、

2021 年 11 月 4 日の理事会にて受賞者の表彰を行いました。

【池田�知佳�先生】

所属：岡山赤十字病院 病理診断科

・News Bulletin 特集号…近いうちに発行し、PDF 版のみと

する。

・記念式典…第 3 回理事会終了後に開催した。

6．2021 年事業報告

7． その他…IAP本部の最近の活動状況について報告があった。

また吉野会長から 3 年間の協力に対する謝辞があった。

IAP 日本支部ホームページにて議決権行使または委任状登

録をしていただいた。

会　期：2021 年 12 月 6 日（月）正午～ 13 日（月）17 時

議決権行使者：59 名、委任状登録者：80 名

第 1 号議案　会員関係・学会報告および委員会報告

 …承認された。

第 2 号議案　2020 年決算書および会計監査…承認された。

第 3 号議案　2022 年予算（案）承認…承認された。

第 4 号議案　2022 年理事役員改選…承認された。

第 5 号議案　2022 年事業計画（案）承認…承認された。

第 61 回総会

受賞者の方々

IAP日本支部功労賞
中谷行雄先生

IAP日本支部功労賞
加藤良平先生

Silverberg病理診断教育賞
岩下明徳先生

 理事選挙結果

 2021 年 IAP 日本支部・
病理診断学術奨励賞

病理診断学術奨励賞
池田知佳先生
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論文： Clinicopathological analysis of 34 Japanese patients 

with EBV-positive mucocutaneous ulcer. Modern 

Pathology 33: 2437-2448, 2020.

・2022 年（令和 4 年）の会費請求書をお送りしました。

－ 名誉会員、シニア会員の方は会費免除のため請求はありま

せん。

－ 専門医資格を取得されたジュニア会員は、2022 年より一般

会員へ移行していただきます。お手元に届く会費請求書を

お確かめのうえご納入ください。

・ 会員情報に変更のある方は、マイページにて変更手続きを

お願いします。

IAP 日本支部学会事務局　担当：平尾

　住所：〒 162-0801　東京都新宿区山吹町 358-5

　　　　アカデミーセンター

　TEL：03-6824-9374 ／ FAX：03-5227-8631

　Email：jdiap-post@bunken.co.jp

新春を迎え、2022年1月より常任幹事（Secretary-treasurer）

を拝命いたしました。前任の都築先生からご指導を賜り、名

古屋から金沢に IAP 事務局を移転する運びとなりましたので

ご報告申し上げます。名古屋事務局で常任幹事を務められた

都築先生ならびに事務局員の鈴木友子さんにおかれまして

は、ご尽力いただき厚く御礼申し上げます。2015 年、金沢に

北陸新幹線開通以降、利便性が格段に向上し、首都圏とのア

クセスが容易となりました。これまでと同様に東京事務局と

情報共有を密にしつつ、IAP 日本支部の更なる活性化に貢献

し、会員の皆様の信頼にお応えできるよう努めていく所存で

す。今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上

げます。

　金沢事務局

　常任幹事：原田憲一

　事 務 局：玉野裕子

　〒 920-8640　石川県金沢市宝町 13-1

　金沢大学医薬保健研究域医学系 人体病理学

　TEL：080-7818-2818（事務室）

　Email：kanazawa.office@iapjapan.org

　東京事務局

　事務局長：松原　修

　　Email：matsubara@iapjapan.rg

　事 務 局：大谷茉子

　　Email：tokyo.office@iapjapan.org

日　時：2022 年、3 月 19 日（土）－ 24 日（木）

場　所： Los Angeles Convention Center and JW Marriott 

LA Live, Los Angeles, CA, USA

ホームページ：https://uscap.org/uscap-annual-meeting/

111 回 USCAP では Japan Night（立食パーティー） の開催

予定はありません。

日　時：2022 年、詳細は後日お知らせします。

日　時：〈オンライン /virtual date 〉

　　　　2022 年 10 月 11 日（火）－ 13 日（木）

　　　  〈対面 /in-person date 〉

　　　　2022 年 10 月 14 日（金）－ 15 日（土）

場　所： Internat iona l Convent ion Center, Sydney, 

Australia

ホームページ：https://iap2022.com/

日　時：2022 年、詳細は後日お知らせします。

日　時：2023 年 3 月 11 日（土）－ 16 日（木）

場　所： New Orleans Convention Center and Marriott New 

Orleans Downtown New Orleans, LA, USA

ホームページ：https://uscap.org/uscap-annual-meeting/

日　時：〈オンデマンド〉2023 年 6 月 7 日 以降

　　 　〈ライブ〉2023 年 6 月 17 日（土）－ 18 日（日）

場　所：Penang, Malaysia 

ホームページ：https://www.iapmd.net/apiap2023.html

 Upcoming Meeting

USCAP, 111th Annual Meeting

第 6 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会

IAP, the 34th International Congress

2022 年度 IAP 日本支部病理学教育セミナー & 
第 62 回 IAP 日本支部総会

USCAP, 112nd, Annual meeting

APIAP, 12th Congress

 事務局よりお知らせ

新・金沢事務局開設のご紹介
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JDIAP 賛助会員

日　時：2024 年 10 月 26 日（土）－ 31 日（木）

場　所：Cancun, Mexico

日　時： 2026 年

場　所： 福岡市

大会長：小田義直（九州大学大学院形態機能病理学）

IAP 日本支部会員になるメリットは
IAP 日本支部会員になると…

1．病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引…

　 会員 5,000 円 / 非会員 8,000 円

2．スライドセミナーの会員割引…

　 1 コースあたり会員 10,000 円 / 非会員 15,000 円…

　 → 病理診断講習会 + スライドセミナー 2 コースを受講す

る場合…

　 会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円…

　 = 計 32,000 円…

　 非会員　受講料 =38,000 円…

　 6,000 円（ 2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3．USCAP Journal を会員価格で定期購読…

　 － Modern Pathology, Laboratory Investigation － 

　 1 冊の年間購読料 約 $99～、年により変動あり

4．IAP 日本支部・IAP 本部の会報　News Bulletin 

　 （ JDIAP ホームページで閲覧可能）

5．国際学会の情報取得…

　 IAP ／ USCAP ／ APIAP ／ APSMI ／日韓合同スライド

　 カン ファランス／日台合同スライド

　 カンファランスなど

＊�一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けまし

た

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です。

■ シニア（終身）会員申請できる方：65 歳以上で会員歴 20

年以上の現会員。

終身会費　50,000 円、以降は会費納入を免除。

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる。

特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講。

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者。

＊ 申請方法：HP の Membership ページ（日本語）にて様式

をダウンロードし、東京事務局へ E メールにて申請してく

ださい。

広報委員会（ 2021 年）

委 員 長　森谷卓也

副委員長　久岡正典

委　　員　長嶋洋治

　　　　　近藤哲夫

　　　　　原田憲一

現在、賛助会員として下記の 15 社にお世話になっており

ます。年会費は 50,000 円で、IAP 日本支部の発行物などを

紹介させていただいております。ご協力に大変感謝致します。

会員の皆様、当学会の活動に賛同いただける、その他の企業・

団体様をご紹介いただけると幸いです。

　 一般社団法人シーピーエル

　 株式会社キューリンパーセル

　 株式会社組織科学研究所

　 株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー

　 株式会社日本臨牀社

　 株式会社フィリップス�ジャパン

　 株式会社臨床病態医学研究所

　 アストラゼネカ株式会社

　 サクラファインテックジャパン株式会社

　 ゼク・テック株式会社

　 平野純薬株式会社

　 フィンガルリンク株式会社

　 富士製薬工業株式会社

　 ホロジックジャパン株式会社

　 ライカマイクロシステムズ株式会社

IAP, the 35th International Congress

IAP, the 36th International Congress

 IAP 日本支部会員になろう !

一般会員 シニア
会員

ジュニア
会員 非会員

入会金  1,000 円 － 1,000 円 －

年会費  6,000 円 50,000 円
（終身会費） 4,000 円 －

病理診断講習会
受講料  5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円

スライドセミナー
受講料 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円
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